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○活動評価（2007年6月～2007年9月）

総合評価 個別評価

地震活動
山頂火口原では引き続き微小地震活動が認めら
れる．この期間中の最大地震は，6月17日午後
に発生したものでM1.9と推定された．

評価活動度の推移

今期の評価

○火山性地震活動と井戸水位変化

昭和新山周辺の井戸では，2000年噴火以前の水
位レベルへ向かう傾向が続いている．

井戸水位変化

山頂観測点時刻異常による決定能力低下

地磁気変化
西山火口域では，これまでと同様に地下浅部の
冷却を示す傾向が続いている．




